
































































国語母語話者，中国語母語話者それぞれ 30 名を対象に，12 のタスクによる書き言葉の資料，計 1080
編を集めたものである。12 のタスクは，日常で起こり得る様々な「書く」という活動の中から一定
の場面を選んで抽出されている。対象としたデータは，本コーパスのタスク 6 の日本語母語話者 30



























タスク 6 における中国語母語話者と日本語母語話者のヴォイス表現の使用状況を表 1 に示す4。
表 1　タスク 6におけるヴォイス表現の使用状況5
受身 使役 ナル スル 自動詞 他動詞 テモラウ 受身的 使役的
C 28 7 48 5 24 44 20 6 7
J 60 4 44 8 42 34  9 5 2
表 1 に示した使用数から分かることは 3 点ある。1 点目は受身表現の使用数は，中国語母語話者は
日本語母語話者の半数程度であること，2 点目はナル表現は両者の使用数がほぼ同数であること，3
 3　日本語教育のためのタスク別書き言葉コーパスで対象としている日本語学習者の日本語力は，JLPT の受験結果および
SPOT の点数で測定している。中国語母語話者 30 名中 26 名が N1 を取得済みであり，かつ SPOT の平均点が 61.3 点であ
るため，上級レベルであると言える。なお SPOT の詳細については，http;//bbtj-tsukuba.org/index.html を参照されたい。






























閉鎖される 8 閉鎖される 20
検討される 3 検討される 13
廃止される 2 存続される  2










最も多く使われている「閉鎖される」は，日本語母語話者は 30 名中 20 名が使用しているが，中国
語母語話者は 30 名中 8 名しか使用していない。つまり「閉鎖される」を使用しなかった日本語母語



















表 3 から分かることは 2 点ある。1 点目は，日本語母語話者は病院が閉鎖されることについては，
「閉鎖」以外の語彙を使用していないという点である。中国語母語話者は「閉鎖（する）」を使用して
いるのは 67 例中 26 例（38.8％）である。それ以外には他動詞（「閉める」）が 13 例，自動詞「閉まる」





るという指摘が見られ（望月 2009，曹 2011 等），確かに中国語母語話者は「閉鎖する」（9 例）や「閉








































であり，日本語母語話者は 11 例中 9 例を「～を閉鎖する」という他動詞として使用している。一方，中国語母語話者は 9














異なり語数を見ると，日本語母語話者は述べ語数 44，異なり語数 41 であり，ナルと組み合わせて使
用する語彙のバリエーションが多いことが分かる。一方，中国語母語話者は，述べ語数 48，異なり
語数 35 であるため，特定の語彙と組み合わせて使用している可能性がある。では具体的にどのよう
な語彙とともに使用されているのだろうか。ナル表現で 2 例以上使われた語彙を表 5 に示す。
表 5 から，日本語母語話者が 2 例以上使用しているのは，「お世話になる」という慣用表現および
「～なければいけなくなる」という義務表現と組み合わせて使用するパターンであることが分かる。
一方，中国語母語話者は「不便になる」を 8 例，「状況になる」を 4 例使用している。
表 5　ナル表現で 2例以上使われた語彙
中国語母語話者 日本語母語話者
述べ語数 48，異なり語数 35 述べ語数 44，異なり語数 41
不便になる 8 お世話になる 3


















ナル】と考えた場合，【基本のナル】の使用割合（表 4 の a-c）は中国語母語話者は 48 例中 34 例（70.8％），
日本語母語話者は 44 例中 22 例（50％）であった。つまり，中国語母語話者は日本語の習熟度が上が
っても【基本のナル】を多用していることがうかがえる。
4.4　テモラウ





彙の述べ語数，異なり語数を観察すると，中国語母語話者は述べ語数 20 のうち異なり語数は 19，日






中国語母語話者 6（30％） 14（70％） 20













表 7 を見ると，テイタダクを使用する文型（a-d）では，中国語母語話者の使用総数 15 例のうち漢
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